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発 刊 の 辞

現在世界には約60億の人々と190箇国の国々があり,各々の地域に固有の文化を持つ人々の

生活が営まれております。そして,交通手段の発達,政治経済の国際化等で60億の人達は有

形無形に他国とのかかわりが益々深くなっています。他国とのかかわりを持つ時に最も大

切なことは,相手の生活,習慣,文化等を理解することだといわれています。その為には同

時に自国の文化や歴史を知り,誇 りを持つことも重要であります。

その意味で現在,自 国の文化,歴史を再認識したり,歴史上不明なところの調査研究が地

味ではありますが,全国各地で着実に行われており,大きな成果をあげております。

平成12年 2月 には,埼玉県で50万年前に住んでいた原人の建物跡が発見されたとのニュー

スが報道されましたが,50万年前の原人は北京原人やジャワ原人だけだと教科書でならった

私達からすると,大変な驚きであります。

この発見はおそらく,今後の日本各地の歴史に姑する見方を大きく変えていくものと思わ

れます。そのような中,河南町でも,奈良・平安時代の遺跡として知られる関ノ入遺跡,金

売吉次の仮屋敷という言い伝えのある長者館跡の発掘調査を中野裕平,市川洋一両職員を中

心に行ってきましたが,その結果,多少おくれましたがまとめることができたことは大変喜

ばしいことであります。

須江山を中心とした一帯は,以前から焼き物の宝庫だということはよく知られていました。

これまでに多くの須恵器や土師器が出土,殊に「佛」と書かれた土師器郭や仏具を模倣した土

器など貴重な資料が発見されました。この度,関ノ入遺跡の調査では須恵器を作るための

粘土を掘った跡や古代の畑跡等が確認され,長者館跡からは,915年に現在の青森県十和田湖

のなりたちに係わる大噴火により火山灰がこの河南町一帯にまで降りそそいだ事実が判明

しました。河南町の遺跡には,全国レベルに匹敵する宝ケ峯遺跡をはじめ,数多 くの遺跡が

あり,今後更に遺跡の保存や調査研究に努めなければならないと思います。

今回の発掘調査のまとめが,わがふるさと河南町の歴史認識を更に深め,先人の営みにお

もいをいたし,現在住んでいる私達にとって,河南町を愛する心の手助けにでもなれば幸甚

であります。

平成12年 3月

河南町教育委員会

教育長 齋 藤 龍 雄



例   言
1.本書は,石巻地方広域水道企業回による配水池築造増設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査として,実施された調査の報告

書である。

2.発掘調査は,次の要頂で実施した。

〔遺 跡  名〕 関ノ入遺跡 (遺跡番号 :69041),長者館跡 (遺跡番号 :69022)

〔所  在  地〕 宮城県桃生郡河南町須江字関ノ入 290番地

〔調査対象面積〕 6,800m2(調 査面積 :約 3,900ポ )

〔調 査 期 間〕 平成 9年 7月 7日 ～平成 9年 7月 15日 (確認調査 )

平成 9年 7月 16日 ～平成 9年 12月 18日 (事前調査 )

〔調 査 主 体〕 河南町教育委員会

〔調 査  員〕 河南町教育委員会社会教育課 主査兼社会教育主事 中野裕平

主事 市川洋一同

3.調 査 指 導 : 宮城県教育庁文化財保護課

4。 発掘調査にあたり,次の方々から指導・協力をいただいた (敬称略 )。

〔発 掘 調 査〕 宮城県教育庁文化財保護課 :真山 悟,後藤秀―,村田晃一

矢本町教育委員会 :佐藤敏幸 (遺物整理も)

〔遺 物 整 理〕 石巻市教育委員会 :芳賀英実,木暮 亮,阿部篤,古澤亜希子

道夫石巻市議会:岡

棚古環境研究所 :早田 勉

5.調査・整理参加者 :石川利江,市川敏子,伊藤とも子,伊藤ゆう子,加川恵子,川田久美子 ,

木村圭宏,後藤恵美,近野梓,鈴木よみ子,高橋義美,丹野幸子,中塩聖子 ,

三浦理恵,山田紘子,渡部一男

遺構番号は便宜上関ノ入遺跡の遺構番号6。 本書には,関ノ入遺跡と長者館跡の 2遺跡の発掘調査成果が記されているが,

に統一した。

7.報告書作成にあたっては,次の者が作業を分担した。

〔遺 物 実 瀕1〕  中野裕平

〔遺物トレース〕 伊藤とも子,川田久美子,丹野幸子

〔遺構 トレース〕 伊藤とも子,川田久美子,丹野幸子

8.土層の色調表記については,『新版標準土色帖』10版 (小山・竹原 :1990.6,日 本色研事業株式会社)に準拠し,上性区

分は国際土壌学会法の基準を参考にした。

9.本書の執筆は,河南町教育委員会社会教育課主査兼社会教育主事 中野裕平と同主事 市川洋一が分担して担当し,編

集は中野が担当した。
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I.遺跡の位置と環境

1.遺跡の位置と地理的環境

関ノ入遺跡は,宮城県桃生郡河南町須江宇関ノ入・茄子川・代官・山崎 。しらさぎ台地内に,長者館跡

は,宮城県桃生郡河南町須江字関ノ入地内に所在し, 」R石巻線佳景山(かけやま)駅の南方約 6Kmにあ

る。遺跡の所在する河南町は面積69,33M,人口約18,211人 (平成12年 1月 31日 現在 )の 町で,宮城県の東

部に位置し,石巻市の北西,矢本町の北方に隣接する。旧北上川は町の北部で江合川に合流し,町の北部

及び東部を区画しながら石巻湾に注いでいる。

東に標高60～ 90mの通称須江丘陵,西に箆岳丘陵からつづく標高70～ 170mの通称旭山丘陵,北に最高所

173.9mの和測山とこれに連なる丘陵を配している。町の中央部には低坦地があり,江戸時代には農業用水

確保のため広渕沼が造られたが,大正10年から昭和 3年にかけて干拓されて水田地帯となっている。

須江丘陵は,小竹地区を挟んで大きく南北に三分される。関ノ入遺跡は,丘陵南部のほぼ中央の頂部及

びその周辺斜面に,長者館跡は,丘陵南部の北東の頂部に立地しており,頂部の標高は50～ 65mである。

現況は宅地,工業用地,杉や雑木の山林で,他に僅かの畑地などがある。

本遺跡群の地層は,砂岩,黒色粘板岩,縞状頁岩,花尚岩質岩の礫からなる中新統 :追戸層 (佳景山礫岩部層)

が基盤をなし,その上に砂岩とシル ト岩の互層と細粒凝灰岩,礫岩を主体とし,中程に僅かに褐灰～灰黄

褐色の粘土質シル ト岩を挟む鮮新統 :表沢層,その上には層の下部が粘土岩を挟んだ砂質シルト岩と砂岩

の互層を主体として,層の上部では淡灰～灰色を呈した陸成的な粘土質シルト岩が発達している鮮新統 :

俵摩層(仙台層群では大年寺層に対比させられる),その上に部分的に厚さlm前後の発達した斜層理など

の段丘堆積物が見受けられる(滝沢 。神戸ほか :1984.3)。

遺跡の歴史的環境

町内には,関ノ入遺跡及び長者館跡の所在する須江丘陵やその西に位置する旭山丘陵などの丘陵部を中

心に,多数の遺跡が分布 している。これらの遺跡について,時代別にふれてみたい。

旧石器時代の遺跡は 1箇所確認されている。それは関ノ入遺跡で,年代幅は 4～ 9万年前と広いものの,

同一層理面上の近接した位置からスクレイパー,剥片,二次加工のある剥片が各 1点ずつ発見されている。

(阿部・須田 :1997.3)先端部が剥片の打撃点の延長線上から横にずれている「斜軸」と呼ばれる中期旧石器

時代の特徴をもつものがあることから,確実にこの年代幅の中に収まってくるものと推定される。

縄文時代の遺跡は24箇所確認されている。この中で,型式名のわかる土器を出土しているのは12遺跡で

ある。時期の古い遺跡から追っていくと,以下のようになる。

柔柄貝塚は,カ キを主体とした戯水産貝塚であり,前期 (上川名Ⅱ式,大木 1式 )の遺物を包含する。(藤

沼 。小井川ほか :1989。 3)。

関ノ入遺跡では,前期 (大木 2式),中期 (大木 7a～ 8b式 ),後期の遺物が出土している(中野 :1988.

1
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3,中野・佐藤 :1990.3,佐藤 :1993.3)。

朝日貝塚は,ヤマ トシジミを主体とした汽水産貝塚であり,中期 (大木 7b, 8a, 8b式 )の遺物を包

含する(藤沼・小井川ほか :前掲 )。

小崎遺跡からは,中期 (大木 8, 9式 ),後期,晩期の遺物が採集されている。

須江糠塚遺跡からは,中期 (大木 9式 )の遺物が出土している(高橋・阿部 :1987.3)。

宝ケ峯遺跡は,縄文時代後期の上器型式「宝ケ峯式」の標式遺跡として,学史的に有名である(伊東信雄 :

1957.3,松本彦七郎 :1919,5,1919.9,志 間・桑月1991.11)。 ここでは中期,後期 (南境式,宝ケ峯式,金

剛寺式),晩期 (大洞B,BC,Cl式 )の上器が出上している。外に土偶,ス タンプ状土製品,石器,石

製品,骨角器など多数の遺物が出上している。また,遺跡の一部には,オ オタニシなどからなる淡水産の

貝塚がある(藤沼・小井川 :前掲 )。

前山D遺跡からは,中期 (大木 8式 ),後期 (南境式,宝ケ峯式,金岡↓寺式),晩期 (大洞Cl式 )の土器が

出土している。外に土偶,土製品,石器,石製品が出土している。特に,使用痕跡のない石器,石器製作

時に派生するチップの出土が顕著である。 トゥールが少ない点も特徴である。また,多数のたたき石,未

製品の石錘などもある。宝ケ峯遺跡の南東約250mに位置し,年代的にも重複することから,同遺跡 との

関連が考えられる遺跡である。

代官山遺跡からは,後期 (南境式 )の遺物が出上している(佐藤 :1993.3)。 俵庭遺跡,大沢A遺跡からも

後期 (南境式)の遺物が採集されている。

前山C遺跡からは,後期 (南境式),晩期の遺物が出上している。ここも宝ケ峯遺跡に近接しており,そ

の関連が考えられる遺跡である。

太田沢遺跡からは,後期,晩期 (大洞BC式 )の遺物が出土している。沢合いの緩斜面をたどって頂部へ

達すると宝ケ峯遺跡に至るため,こ こも同遺跡との関連が考えられる遺跡である。

外に前山A遺跡・B遺跡,箱清水寺脇遺跡等があり,その多くは,旭山丘陵の麓部で平坦地に接する縁

辺や沢をやや入つたところに広がる平坦部や緩斜面に立地する。また,宝ケ峯遺跡を囲むように,放射状

に位置している。しかし,その性格は,貝塚や発掘調査の実施された少数の遺跡を除いては不明である。

弥生時代の遺跡は 2箇所確認されている。本鹿又遺跡では,旧北上川の河床から中期 (大泉式 )の遺物が

採集されている。俵庭遺跡からは,土器は採集されていないが,ア メリカ式石鏃が採集されている。

古墳時代の遺跡は 8箇所確認されている。須江旗塚遺跡では,前期 (塩釜式期第ⅡB段階)の竪穴住居跡

が 7軒検出されている。いずれも方形を基調としたもので,丘陵尾根上の平坦面に立地している(高橋・

阿部 :前掲 )。

関ノ入遺跡からも,前期 (塩釜式期第ⅡB～第Ⅲ段階)の竪穴住居跡が 2軒検出されている。いずれも一

辺が約 3m前後の方形を基調とした小型住居で,丘陵尾根上の平坦面に単独で立地している(佐藤 :前掲 ,

ほか )。

前山A遺跡からも,前期 (塩釜式期第ⅡB～第Ⅲ段階)の竪穴住居跡が 1軒検出されている。一辺が約6.5

m前後の方形を基調とした大型住居で,丘陵尾根上の平坦面に立地している。

新田A遺跡でも前期 (塩釜式第ⅡB段階)の上師器が採集されている。鷺の巣遺跡からは,前期 (塩釜式
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配 遺  跡  名 種 別 時 代 酌 遺  跡  名 種 別 時 代

1
須江糠 塚 遺 跡

(糠塚館跡 )
集落跡

窯跡i城館

縄文 (中 ),古墳(前),奈良,
平安,中世

黒 沢 A遺 跡 包含地 縄文,古代

2 須江 瓦 山窯 跡 窯  跡 奈良,平安 黒 沢 B遺 跡 包含地 縄文.古代

3 池 袋 囲 遺 跡 包含地 古代 28 箱 清水 A遺 跡 包含地 縄文(後 ),古代

広 渕 沼 遺 跡 包含地 箱 清水 B遺 跡 包含地 縄文,古代

5 宝 ケ 峯 遺 跡
包含地

貝 塚 縄文 (中
～晩),奈良,平安 箱清水寺脇遺跡 包含地 縄文

6 朝 日 貝 塚 貝  塚 縄文 (中 ) 小 友 遺 跡 包含地 古代

7 本 鹿 又 遺 跡 包含地 弥生 高 森 山 遺 跡 包含地 古墳,古代

8 柔 柄 貝 塚 貝  塚 縄文 (前 ) 大 沢 A遺 跡 包含地 縄文(後 ),古代

9
跡

ナ城帥
田
田
野
籟
塩
く

城  館 中世 大 沢 B遺 跡 包含地 縄文

宿 屋 敷 跡 城  館 中世 大 沢 C遺 跡 包含地 縄文,古代

要 害 館 跡

(館 山館跡 )
城  館 中世 夷 田 館 跡 城  館 近世

武 田 館 跡

(武田屋敷跡 )
城  館 中世,近世 代 官 山 遺 跡

集落跡

窯 跡 縄文(後 ),奈良,平安

柏 木 館 跡 城  館 桑 柄 遺 跡 包含地 古代

小 崎 館 跡 城  館 近世 新 田 A遺 跡 包含地 古墳 (前 ),古代

跡
，
館
鋤
田
判
草
く

城 館
包含地

縄文,中世 新 田 B遺 跡 包含地 古代

喜 多 村 館 跡

(高地谷館跡 )
城  館 中世

穴

群

横山

墳

官代

古

穴

墳

横

古
古墳,古代

跡
，
館
鋤
木
枇
青
ぐ

城  館 中世 群 田 遺 跡 集落跡
縄文,古墳,奈良,平安 ,

江戸

18
跡

ｊ
館
醐城随

新

ぐ 城  館 中世 奈 良 山 遺 跡 窯  跡 古代,江戸

駒 場 館 跡 城  館 中世 御 塩 蔵 場 跡 蔵  跡 近世

俵 庭 遺 跡 包含地 縄文(中・後 ),弥生,古代 細 田 遺 跡
窯 跡
包含地

縄文,奈良,平安

長 者 館 跡

(長者平遺跡 )

城 館
包含地

縄文,古代,中世 鷺 の 巣 遺 跡 包含地 古墳

関 ノ 入 遺 跡
集落跡

窯 跡
旧石器,縄文(前～後),古

墳 (前 )′奈良,平安,中世
前 山 B遺 跡 包含地 縄文,古代

小 崎 遺 跡 包含地 縄文 (中
～晩),奈良,平安

中世
48 前 山 C遺 跡 集落跡 縄文(後・晩),奈良,平安

太 田 沢 遺 跡 集落跡 縄文(晩 ),古代 前 山 D遺 跡 集落跡 縄文(中～晩),奈良,平安

前 山 A遺 跡 集落跡 縄文,古墳 (前 ),奈良 ,
平安

第 1表 遺跡地名表
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終末段階)か ら中期 (南小泉式 )|こかけての土師器が採集されている。後期の遺跡としては,代官山横穴古

墳群がある。外に,時期は不明であるが,高森山遺跡,群田遺跡がある。

奈良・平安時代の遺跡は28箇所確認されている。その大部分は丘陵上に展開されている。須江丘陵では,

丘陵の北から南まで窯跡が分布している。昭和61年度に調査された須江糠塚遺跡では,奈良時代後半から

平安時代初期にかけての住居跡 9軒, 9世紀後半から10世紀前半にかけての窯跡 6基が検出されている。

(高橋 。阿部 :前掲 )。

昭和62年度から平成 9年度にかけて継続的に発掘調査が行われた関ノ入遺跡では,奈良時代から平安時

代前半までの竪穴住居跡50軒 (国分寺下層式期18軒 ,表杉ノ入式期23軒 ,不明 9軒), 9世紀初頭から10世

紀前半にかけての須恵器を生産した窯跡23基, 9世紀代を主保とする粘土採掘坑跡49基,水接坑と推定さ

れる土娠 8基 ,10世紀半ば以降と推定される製鉄遺構 3基などが検出されている(中野・佐藤 :前掲,佐藤 :

前掲,中野 :本書ほか )。 粘土採掘坑跡の多くは,前記俵庭層や表沢層の上に設けられている。これらの遺

構に伴い,多数の土師器,須恵器が出上した。

須江瓦山窯跡には,奈良・平安時代の瓦や須恵器を生産した窯跡群がある。瓦の一部は,層続日本紀』に

記されている牡鹿郡家あるいは牡鹿柵跡と推定される矢本町赤井遺跡に供給されている(三宅・進藤・茂

木 :1987.3,佐藤 :1995。 3,佐藤 :1999。 3ほか )。 平成 3年度の発掘調査では土壊29基 ,焼土遺構 1基が検出

されている。土壊の中には,粘土採掘坑跡と推定されるもの11基 ,須恵器甕を横位に埋設したもの 1基が

あった。

代官山遺跡では, 8世紀後半と9世紀後半の窯跡が各 1基ずつと, 8世紀末から9世紀初頭にかけての

竪穴住居跡 1軒が検出されている(佐藤 :前掲 )。

長者館跡 (長者平遺跡 )では,一辺約80m前後の方形区画を上塁状の遺構と溝状の遺構がめぐっている。

溝状遺構は逆台形の断面形を呈し,上端幅約 5～ 6m前後,下端幅約 lm前後,最大深約1.8mの 大規模な

区画溝で,堆積土からは10世紀前半に降下したと考えられる十和田 a火山灰が検出されている。近接した

代官山遺跡より「佛」とヘラ書きされた土師器必,関ノ入遺跡からは仏具を模倣したと考えられる土師器多

口瓶・鉄鉢型の須恵器鉢 ,「佛」と墨書された須恵器蓋が出土していることから,古代寺院と何 らかの関係

がある遺構の存在が想定される(佐藤 :前掲,本書 )。

細田遺跡からは,採石工事現場隣接地より9世紀代の須恵器,土師器 (表杉ノ入式),窯体の一部が採集

されている。また,別地点の道路法面と,平成10年度の確認調査によって採石工事現場内(現状保存箇所 )

の斜面に 9世紀代の窯跡とそれに伴うと推定される須恵器が発見されている。採石工事現場内の窯跡は灰

原を伴っている。また,上部平坦面からは表杉ノ入式の土師器と前記窯跡よりもやや古い時期の須恵器が

採集されている。平成11年度の確認調査では表杉ノ入式期の竪穴住居跡 4軒などとそれに伴う土師器・須

恵器が発見されている。

以上,須江丘陵上に所在するこの時期の遺跡群は,いずれも須恵器や瓦の生産に係わっており,須江窯

跡群として扱う必要がある(佐藤 :前掲 )。

旭山丘陵側に目を向けると,群田遺跡では, 8世紀末から9世紀前半にかけての竪穴住居跡 1軒とそれ

に後続する9世紀代の竪穴住居跡 2軒,竪穴遺構 7基,多量の骨片が入つた須恵器甕を立位に埋設した土
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娠 1基などが検出されている(中野 :1993.3)。

太田沢遺跡からは 9世紀前半ころの竪穴住居跡 1軒 ,灰白色火山灰層を伴う土媛が検出されている。ま

た,前山C遺跡,前山D遺跡からは,表杉ノ入式の上師器が出土している。外に小崎遺跡,大沢 C遺跡 ,

俵庭遺跡などがある。

中世以降になると,須江や旭山の丘陵上など14箇所に葛西氏や長江氏に関連したと推定される城館が築

造されている。長者館跡 (長者平遺跡)は ,金売吉次の仮屋敷跡 (藩政期には小島嘉右ヱ門の除屋敦跡とも

言われる)と の言い伝えがある。小規模な平山城の形態を呈しており,土塁状の遺構と溝状の遺構 とこれら

に囲まれた平場からなる。糠塚城跡 (須江糠塚遺跡 )は ,古代の「中山柵跡」にも擬定されたこともあり(清水

東四郎 :1924.12,鈴木省三 :1924.12),「仙台領内古城書上」によれば,東西20間 ,南北16間の規模で,館主

は葛西氏家臣須藤勘解由左衛門であるとされている(「仙台叢書」:1971)。 小規模な平山城の形態を呈して

おり,空堀が一部残存している。塩野田城跡は東西21間 ,南北27間の規模で,城主は葛西氏家臣須藤勘解

由左衛門(一説には失代斎三郎)と伝えられている(「安永風上記」)。 小規模な平山城の形態を呈してお り,

堀や土塁状遺構が一部残存 している。夷田館跡は,葛西氏家臣夷田氏の居館と伝えられている(「風土記御

用書上」)。 小規模な平山城の形態を呈している。多くの城館跡は,小規模な平山城の形態を呈しているが,

年代,館主ともに不明である。

また,葛西氏の支配領域と推定される鹿又地区,須江地区を中心として,町内には,現在105基 (鹿又55

基,須江38基,北村 8基,和測 3基 ,広測 1基 )の板碑が確認されている。紀年銘の判読できるものの中で

最古は弘安元年(1278),最新は文明10年 (1478)の ものである(佐藤雄一 :1986.11,1997.8)。 残念ながら,

多くの板碑は原位置を保っていない。これらの中には,特徴的な板碑もある。関ノ入遺跡出上の板碑の大

部分は,木炭窯の焚口等を強化するために,複数の板碑を折って燃焼部の側壁などに貼 り付けたような状

況で出土した(中野 :1994.6)。 また,北村字高寺にある高福寺からは 5基の板碑が発見されたが,いずれ

も江戸時代元禄期前後の墓碑に転用されている。その中には,天蓋と蓮台を有する阿弥陀三専板碑や五輪

塔の正面に刻まれる「キャ・力・ラ・バ・ア」を左右対称に刻んで五輪塔を型取った「五輪塔板碑」と呼ばれ

るものもある。発見地点の西側背後に小規模な平山城の形態を呈した新城館跡があること,阿弥陀三尊板

碑の願文に「鎌倉権五郎五代」の文字が見受けられること,高福寺自体も石巻市湊の多福院に所在する板碑

に「高福」という寺院名が刻まれていることから中世に存在したと推定されること,江戸時代以前に新城館

跡の東側から群田遺跡の西脇を通過して小野 (鳴瀬町)に通じる道があったとされることなどから,深谷荘

の領主であった長江氏に関連した中世的世界が想定される。外に,『吾妻鏡』仁治 2年 (1241)5月 10日条に

記されている「追入 (笈入 )」に所在する済北寺からも鎌倉時代末期の板碑が 2基発見されている。以上,町

内に現存する板碑は,全て「稲井石」と呼ばれる粘板岩製である。外に,小崎遺跡からは,中世陶器片や北

宋銭 (皇未通賓 )が出土している。

江戸時代になると,川村孫兵衛による旧北上川や江合川の改修工事や治水工事が行われ,舟運が盛んに

なる。平成 2年度と11年度に調査された御塩蔵場跡では,基壇状遺構 (上面 :約400ド )と礎石,焼面遺構が

検出されている(佐藤 :1991.3ほ か )① 御塩蔵場は,桃生,牡鹿,本吉,気仙の海道四郡から運送された塩

を納庫したとされる仙台藩の塩の保管施設である(「風上記御用書上」)。 群田遺跡からは,主に18・ 19世紀

7
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代の陶器・磁器などが出土して井戸跡や建物を区画するような溝があること,「風土記御用書上」に「―.郡

田屋敷 弐軒」と記されていることから屋敷跡と考えられる整地面 1箇所,墓壊 1基が検出されている(中

野 :前掲 )。 外に,小野―広測一旗塚一和渕一気仙沼をつなぐ東浜街道や石巻―広測一箱清水―前谷地一涌

谷をつなぐ1酌谷街道,そ してこれらの街道に伴う4箇所の一里塚跡,涌谷街道上の桃生郡と遠田郡の郡境

に設けられた′島谷坂呑所跡,瓦や陶器を生産したと考えられる奈良山遺跡や須江瓦山窯跡,仙台落の財政

建て直し策の一環として寛文 2年 (1662)か ら同 5年 (1665)に かけて築造された深谷地方の新田開発に係る

用水確保のための広渕沼(大溜地 。大堤),そ こに名鰭沼から水を引くための継入堀,松ケ窪,長岩堰,新

継入堀の潜穴跡,広測沼から鹿又村へ農業用水を引くための糠塚潜穴跡,嘉右ヱ門堀などがある。

工 . 査経過

1.調査に至る経過

関ノ入遺跡及び長者館跡の所在する宮城県桃生郡河南町須江にある須江丘陵南部地域は,石巻市に隣接

する地域であることからスプロール化が進み,こ れまでに大小多くの開発が行われてきた場所である。そ

れは,河南町による工業国地用地造成工事,河南町関ノ入土地区画整理組合による住宅団地用地造成工事 ,

齋藤建設株式会社による土砂採取工事,各電信会社による無線中継所設置工事,個人住宅の建設,そ して

石巻地方広域水道企業団(以下「水道企業国」)に よる須江山浄水場建設工事などである。

須江山浄水場配水地築造工事は,水道企業団による宮城県桃生郡河南町須江字関ノ入290番地内における

配水地の築造 (増設)事業である。水道企業団は,石巻市・矢本町・鳴瀬町の 1市 2町に上水道を供給する公

共団体である。昭和63年 に現在地に浄水場を設けて以来,11年 にわたつて給水を続けてきた。その間 ,

1市 2町の給水の需要に応えてきたが,今後の需要の伸びを見越して,今回の事業を計画するに至った。

本事業の予定地は,平成 3・ 4年度に河南町教育委員会により須江山浄水場建設 (拡張 )工事に伴う事前

調査を実施した箇所の隣接地であり,周知の埋蔵文化財包蔵地である関ノ入遺跡及び長者館跡の範囲内に

含まれていた。そこで,本事業を計画した水道企業国は,平成 9年 4月 ,河南町教育委員会に事業予定地

についての文化財についての関わりに関する協議を申し出,両者は協議に入った。

同年 5月 ,河南町教育委員会は配水地築造工事予定地の現地踏査を行った。遺物は採取されなかったも

のの,比較的平坦な面と緩やかな斜面であったため,遺構や遺物の存在は,十分予想される状況であった。

また,平成 3年度の確認調査で発見された古代の溝 (44号溝状遺構 )が今回の調査区に向かって続いており,

その周辺状況を確認する必要があった。

そこで,同年 7月 ,河南町教育委員会は確認調査を実施し,事業計画区域内の遺構の分布状況や遺跡の

性格の把握に務め,竪穴住居跡,土墳,焼土遺構,小溝状遺構などを発見した。

その成果を踏まえ,同年 7月 ,河南町教育委員会は,記録保存を目的とする発掘調査を実施するための

活動を開始した。
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2.調査の方法と経過

今回の発掘調査は,水道企業国による配水池の築造(増設 )事業予定地が『宮城県遺跡地図』(宮城県教育委

員会 :1993.3)登載の周知の埋蔵文化財包蔵地である関ノ入遺跡及び長者館跡の範囲内に存在するため,遺

跡の立地する丘陵頂部平坦面及び斜面を対象として実施したものである。

確認調査は,丘陵の地形に則って 3～ 6m幅の トレンチを2～ 6mの間隔をもって設定して,重機ある

いは一部人力によって表土除去を行い,遺構を確認した。

これによって,調査区内の遺構の分布が把握され,全面に遺構が点在することが確認された。また,グ

リッドの設定,表記については,国家座標のX軸 ,Y軸に基づいて原点を設置し,東西方向をアルファベッ

ト,南北方向をアラビア数字で表し,両者の組合せでグリッド名を表記した。

事前調査は,遺構が調査区全面に点在することから,ほぼ全面について行った。効率的に調査を進める

ため,重機を用いて表土を除去し,人力による精査の上,遺構を確認した。その結果,竪穴住居跡 1軒 ,

粘土採掘坑跡 1基,溝状遺構 2条,土墳14基 ,焼土遺構 3基,小溝状遺構 3基を検出した。

検出した遺構の実測図は,全て1/20図で作成した。

また,平成 8年 3月 に関ノ入遺跡より旧石器が発見されたことから,本調査区内における旧石器の有無

を確認するための トレンチを2本設定した。旧石器の出土する可能性のある層は人力で,ない層は重機を

用いて覆土を除去した。 トレンチの設定箇所の平面図については1/100図 で作成した。

調査区の範囲実測図については,1/500図 で作成した。

発掘調査は,平成 9年 7月 7日 から確認調査を開始し,同年 7月 15日 に終了した。引き続き事前調査に

移行し,同年12月 18日 までに遺構の平面図・断面図,写真,調査区の全景写真及び文章記録等の記録化を

全て完了し,調査を終了した。

Ⅲ.基本層序
今回の調査区は,丘陵頂部平坦面と斜面からなる。斜面は,多少の緩急はあるものの,ほぼ同一の傾斜

を呈する。平成 3。 4年度の調査区における丘陵頂部平坦面と急斜面の南東に続く頂部平坦面と斜面で,

基本的には前回の調査区とほぼ同一の層準を示している。

〔I層〕褐(10Y R4/4)色 のシルトである。本遺構の表上で,調査区全域に分布する。粘性はなく, しま

りに欠ける。層厚は,10～ 30cmである。現状は杉や雑木の山林と荒地である。層中には,少量の上師器,

須恵器が含まれる。

〔Ⅱ層〕にぶい黄褐(10Y R4/3)色 のシルトである。調査区全域に分布する。 I層 よりも粘性があり,し

まりに欠け,礫をまばらに含む。層厚は,20～ 40cmである。層中には,少量の縄文土器,土師器,須恵器,

石器が含まれる。

〔Ⅲ層〕黄褐(10Y R5/6)色 ,ま たはにぶい責橙(10Y R6/4)色 のシルト質粘上である。層中に砂を含む。

丘陵頂部平坦面に分布する。今回の調査における遺構の大部分は,本層上面で確認されている。また,旧

9
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Bj ――――一

Bi  ―――………

Bh 
―

Bg 
―

Bf 
―

Be 
一

Bd 
―

Bc 
一

Bb 一―…………

Ba――――――

At―――一

第 2図 遺構配置図
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Ⅲ.基本層序
Ⅳ-1.竪穴住居跡

石器試掘トレンチの層厚は,20～ 50clnである。遺物は出土しない。

〔Ⅳ層〕明赤褐(5YR5/8)色のシルト質粘上である。調査区の南側及び東側の一部に分布する。旧石器

試掘トレンチの第 2層である。層厚は, 5～ 20cmである。49号粘土採掘坑跡,44号溝状遺構の一部は,本

層上面で確認されている。遺物は出土しない。

〔V層〕明褐(7.5Y R5/6)色 のシルト質粘上である。部分的に,灰黄(2.5Y7/2)の シルト質粘土を斑状に

含む。49号粘土採掘坑跡,44号溝状遺構の壁面の一部を構成する。調査区の東側で確認された。旧石器試

掘トレンチの第 3層である。層厚は,10～ 40cmである。平成 8年旧石器が出上した層位である。今回,遺

物は出上しなかった。

〔Ⅵ層〕灰黄(2.5Y7/2)色の粘上である。良質の粘上で,49号粘土採掘坑跡,44号溝状遺構の底面の全て

及び壁面の一部を構成する。旧石器試掘トレンチの第 4層である。層厚は, 3mに も及ぶ。遺物は出土し

ない。

〔Ⅶ層〕明赤褐(5 YR5/8)色 のシルト質粘土である。層中に多量の礫を含む。遺物は出土しない。

Ⅳ.検出された遺構
今回の調査では,竪穴住居跡と軒,粘土採掘坑跡 1基 ,溝状遺構 2条 ,土噴14基 ,焼土遺構 3基,小溝

状遺構 3基が検出された。遺物は,石器,古墳時代の上師器,平安時代の上師器,須恵器が出上した。

1.竪穴住居跡

(1)54号住居跡

〔確認面〕基本層序Ⅲ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕全ての壁が検出された。残存する各壁の幅は,それぞれ北西壁5.48m,北東壁3.44m,

色 土   牲 備 考 堆積範囲

1 掲10Y R4/4 ン  グレ  ト 少量の地山土を塊状,炭化物を粒状に含

穴
　
厩

竪
　
，

単褐 10Υ  R2/3 ン  ,レ   ト 多量
の地山上を舞状に含。少量の炭化物を

粒状に含。

3 黒褐 10Y R3/2 ン  グレ  ト 多量
の地山上を塊状に含。少量の灰自色火

山灰を粒状に合。

黄褐25Y5/4 火  山  灰 少量
の黒褐10Y R 2/3シ ルトを塊】夫,炭

化物を粒状に合。
竪穴 2層

責褐10Y R5/6 砂 質 粘 上 少最の地山上を塊状に含 竪穴 3層

暗禍10Y R3/4 粘土質シルト
多豊の地山上を塊状に含。少量の炭化物を

粒状に含。

竪穴 4用掲10Y R4/4 ,レ ト質粘土
少量の地山上を塊状 ,灰 白色火山灰  炭化
物を粒状に含。

8 褐10Y R4/4 砂 質 粘 土 少量の地山土を塊状 ,炭 化物を粒状に含。

9 褐75Y R4/6 ルト質粘上 少量の地山土を塊状 ,炭 化物を粒状に含。

10 黄褐 10Y R5/8 ルト質粘土
少量の灰白色火山灰を塊状 .地 山土 炭化
物を粒状に合。

竪穴 5層11 にぶい女褐10Y R4/3 粘    土 少量の炭化物を粒状に含

12 黄褐 10Y R5/6 シル ト質粘土 少量の災化 F/Jを 粒状に合

13 黄褐 10Y R5/8 粘    土 少量の炭化物を粒状に合。

14 招10Y R4/4
少量の炭化物を粒～塊状,地山土を粒状に
含。

周  lltl

明赤褐 5 YR5/6 少量の焼上を粒～塊状.炭化物を粒状に含。 煙   迪

第 2表 54号住居跡土層註記表

堆 積 土 上 色 土    性 備 考

Pl 褐 10Y R4/4 ル ト質粘土
少量の地山上を粒～塊状,炭化物を粒状
に含。

褐 10Y R4/4 ル   ト
少量の地山上を粒～塊上,炭化物を粒状
に合。

褐10Y R4/4 粘 土 質 シル ト 少量の炭化物を粒～塊状に含。

シ  ,レ    ト 少長の地山上を粒
～塊状,炭化物を粒状

に 含 。

にぶい責褐 10Y R4/3 ト
少員の地山上を粒～塊状,炭化物を粒状
に合。

褐 10Y R4/4 粘土 質 ンル ト 少量の炭化物 地山■を粒～塊状に合。
にぶい黄褐10Y R4/3 粘土質 シル ト 少長の炭化物を粒状に含。押立 ?

=ぶ
い責It・ 10Y R4/3 シ  ,レ    ト 少量の地山上を粒

～塊状,炭化物を粒状
に合。

こがい黄褐10Y R4/3 シ  ,レ    Ⅲ 少貴の地山上を粒～塊状,炭化物を粒状
に含。

にぶい責褐 10Y R4/3 少量の炭化物 地山土を粒～塊状に含。

にぶい黄褐10Y R4/3 ル  ト 少量の炭化物を粒状に含。

P■掘方 にぶい黄褐10Y R4/3 粘上 質 シル ト
少長の地山土を粒～塊状,炭化物を粒状
に合。

褐 10Y R4/4
少量の地山土 を粒～塊状 ,炭化物 を粒状

に合。

褐10Y R4/4 粘土質シル ト 少量の炭化物 地山土を粒～塊状に含。

第 3表 54号住居跡ピツト土層註記表



ビット13ピツⅢ

Ⅳ-1 竪穴住居跡

57 748n A A

5632飩 B

第 3図 54号住居跡

南東壁5.50m,南西壁3.60mである。平面形は,長方形を基調とするものと推定される。

〔竪穴層位〕5層 に大別,15層に細分される。自然堆積層,壁崩落土,灰白色火山灰層からなる。層配 1

～3・ 層配5～ 11,14・ 15は自然堆積層,層配12.13は壁崩落土,層配4は灰白色火山灰層(註 )である。

〔壁〕基本層序Ⅲ層及びⅣ層からなる。最も保存の良い北西壁では62cmの高さで残存している。床面から

急な角度で立ち上がる。南西壁の中央部には,階段状に1段の刻みがある。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面とする。凹凸はなく,貼床が部分的に施されている。全体としてほぼ平坦で

あるが,床面レベルは北西隅が最も高く南東隅に向かうにつれてレベルを減じる。

13



Ⅳ -1 竪穴住居跡

0          5         10(狐

第 4図 54号住居跡出土遺物

聴 種   別 層 位 一回 底   都 内 面 口径 底径 器高 (cm) 備    考

1 土師器杯 ヨヨナデ, ミガキ又は削 り ミガキ又は肖Jり 98 50 32 図版 2 2-1
2 土師,器整 ヨヨナデ,肖」り 木  葉  痕 口版 つ

3 土ln器斐 ヨコナデ,マ メ ヨヨナデ 刷毛ロ ナデ 220 -―― ― 図チ阪2-2-4

土師器霊 ヨヨナデ,ヘ ラ削り ヨナデ, ナ デ 160  -一一 ― 図版 2 2-5

工師器整 ヨヨナデ 刑毛 日 木  葉  痕 ヨヨナデ,ヘラナデ,ナ デ 180  96  270 図版 2-2-2

第 4表 54号住居跡出土遺物観察表

〔柱穴〕13個のピットが検出された。ピット腱 1.3～ 13は柱穴である。全ての柱穴が周溝に沿って据え

られていた。ピット配 8。 11は主柱穴,ピ ット配 1・ 3～ 7,9～ 11・ 13は壁柱穴と考えられる。西壁の

中央部及び北西壁のカマド東側では検出されなかった。床面の貼床下面からは発見されなかった。掘り込

みの深いもの(ピ ットh5, 8,10,12)と 浅いもの(ピ ット配 1, 3, 4, 6, 7, 9,11)の 2種類が存

在した。ピット配 2は柱穴ではない。

〔カマド〕北西壁のはぼ中央に位置しており,燃焼部側壁及び底面の一部と煙道部が検出された。燃焼部

は奥行き0.53m,幅0.66m,残存高0.35mで ,平面形は壁をかまばこ形に狭ったような形状を呈している。



Ⅳ-1 竪穴住居跡
Ⅳ-2 粘土採掘坑跡

底面及び側壁・奥壁が,強い火熱により赤変していた。煙道部は,奥壁の中程を円形にトンネル状にくり

抜いたものである。長さ0。 70m,幅 0.13mの 規模で,その底面レベルは先端に近づくにつれて高くなる。

先端からは,煙出しピットが検出された。堆積土は単層である。

〔周溝〕全ての壁から検出された。壁沿いに一周する。幅14～ 28cul,深 さ5～ 10cmで,断面は「U」字形で

ある。底面レベルは北西壁側が最も高く,北東壁側に向かうにつれてレベルを減じる。

〔出土遺物〕床面を中心として,土師器の一括遺物が出土した。

(註)本層は,爛古環境研究所 早田勉氏より915年に降下した十和田 a火山灰と同定されるとのご教

示を得ている。また,49号粘土採掘坑跡層配 7,44号溝状遺構層配17に堆積していた灰白色火山灰層も同

様である。

粘土採掘坑跡

(l149号粘土採掘坑跡

調査区北東部緩斜面の基本層序Ⅲ層及びⅣ層から確認された。重複は認められない。長軸8.91m,短軸

5,1lm,深 さ0。 96mの規模で,平面形は不整円形を呈する。底面は一部凹凸があり,壁 は南側の面はやや

緩やかに,その外の面は急に立ち上がる。底面及び壁は 3種類の粘土層 (基本層序Ⅳ層～Ⅵ層 )か らなる。

堆積土は11層に細分され,層hl～ 6, 8～ 11は 自然堆積層,層血 7は灰白色火山灰層である。今回の調

査で検出された遺構の中では,堆積上に粘土または粘土質土を含む割合が最も高い。

土   色 上  性 備 考 大 房1

1 暗褐10Y R3/4 少量の地山上を塊状に含。

然

層積

自

堆

暗褐10Y R3/3 粘土質ンルト 少量の地山上を塊状に含。

にぶい黄褐10Y R4/3 粘土質ンルト 少量の炭化物と地山土を粒 1大に含。

褐10Y R4/4 粘土質シルト 少量の地山土を塊 1大に含。

単褐10Y R2/8 粘土質シルト 少量の地山土を塊状,炭化物を粒状に含。

にぶい黄褐10Y R4/3 粘土質シルト 少量の灰白色火山灰を塊状に含。

灰白25Y7/1 火  山  灰 少量の黒褐10Y R2/3シ ルトを擁伏に含。 火山灰層

褐 10Y R4/4 シルト質粘土 少量の炭化物と灰白色火山灰を粒状に含。

自 然褐75 YR4/6 ルト質粘土 少畳の炭化物を粒状に含。

10 褐 10Y R4/4 堆積層

Ptttl・ 10Y R5/8

第 5表 49号粘土採掘坑跡土層注記表

57403m C C′

A A

第 5図 49号粘土採掘坑跡 (1)



Ⅳ-2.粘土採掘坑跡

0         1        2m

第 6図 49号粘土採掘坑跡 (2)



Ⅳ-3 溝状遺跡

3.滞状遺構

(l144号溝状遺構

調査区北東部から北部平坦面にかけての基本層序Ⅲ層及

びⅣ層から確認された。重複は認められない。上端6.71

～4.96m,底面幅1.56～ 0.66m,深 さ1.79～0.65mの規模で,

断面形は逆台形を呈する。調査区を北東部から北部にかけ

て横断し,全長52.63mである。調査区北部端

で北側に向かって屈曲するプランが一部確認

された。底面はほぼ平坦で,壁は急に立ち上

0                5              10cm

第 7図 
“

号溝状遺構出土遺物

種  別 層  位 外   面 底   部 内   面 回径 底径 器高(em) 備  考

須志器lT 堆 rI上 中 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 6 4  - 図版 10-3

第 6表 4号溝状遺構出土遺物観察表

がる。底面レベルは北東端が最も高く,北部端に向かうにつれてレベルを減じる。堆積土は35層 に細分さ

れ,層蠅 1は人為的埋土,層h2～ 16。 層配18～ 21。 層h23～ 35は 自然堆積層,層配22は壁崩落土,層配

17は灰白色火山灰層である(本遺構の平面図・断面図を記載した「第 8図 44号溝状遺構」は巻末の袋中に

色 上   性 備 考 大 別

黄褐 10Y R5/8 ン ル ト質 粘 ■ 多量の褐10Y R4/4シ ルト質粘土を塊状に合。 人 為 的 理 土

褐10V R4/4 ン ル ト質 粘 土 多量の地山■を塊状に含。少長の橙75YR6/8粘 土質ンルトを塊状,炭1ヒ物を粒状に含。

自 然

堆  TA  層

3 暗褐10Y R3/4 ト 少量の橙75Y R6/8粘土質シルトを塊状,炭化物を粒状に含。

儒皇褐 10Y R2/3 少量の地山土を塊状,炭化物を粒状に合。

5 暗褐10Y R3/4 ト 多量の地山上を塊状に含。少量の炭化物を粒状に含。

黒10Y R″ 1 粘 上 質 シ ル Ⅲ 少量の炭化物 地山土を粒状に含

掲10Y R4/6 ト 少量の地山上を塊状,炭化物を粒状に合。

8 灰黄褐10Y R4/2 粘 上 質 シ ル ト 少最の地山上を塊状.炭イヒ物を粒に合。

9 にぶい黄掲 10Y R4/8 格 土 質 ン ル ト 少量の地山上を塊状,炭イと物を粒状に含。

褐10YR4/4 粘 土 質 ン ル ト 少量の地山土 灰白色火山灰を塊状,炭化物を粒状に含。

P身 10Y R4/6 シ ル ト 質 格 土 多量の地山上を塊状に含。少量の灰自色火山灰を塊状に含。

12 にぶい費褐 10Y R5/4 ト 多量の灰白色火山灰 地山土を塊状に含。少量の炭化物を粒状に含

13 明黄褐10Y R7/6 少畳の灰自色火山灰を粒状に含。

にムい貨褐 10Y R5/4 粘 土 質 ン ル ト 少量の灰白色火山灰を塊状,炭化物を粒状に含。

褐10YR4/4 ン ル ト 質 粘 土 少量の灰自色火山灰を塊状に含。

黄褐10Y R5/8 粘 少量の炭化物 灰白色火山灰を塊状に含。

にがい寅橙10YR7/3 火 灰 少量の炭化物を粒状に含。 火山灰層

黒褐 10Y R3/2 ン ル ト 質 粘 土 少量の炭イヒ物を粒状に含。

自

lH

米

層積

19 掲10Y R4/4 粘 土 質 シ ル ト 多量の壁崩落土を塊状に含。少量の灰白色火山灰 炭化物を粒状に合。

暗褐 10Y R3/4 砂 質 粘 土 少量の炭化物を粒状に含。

にぶい黄褐10Y R5/3 粘 少量の炭化物を粒状に含

費褐10Y R5/8 砂 質 粘 土 少量の炭化物を粒状に含。 壁崩落土

明褐75Y R5/6 ル ト質 粘 土 少量の炭化物を粒状に含。

自

堆  積   層

黄褐10Y R5/8 砂 質 粘 土 少量の地山土を塊状,炭化物を粒状に含。

にぶい黄褐10V RS/3 ル ト 質 粘 土 少量の地山土を塊状に含

浅黄橙75V R8/3 粘 土 少量の炭化物を粒状に合

にぶい黄褐10Y R5/3 ル ト 質 粘 土 少量の炭化物を粒状に含

黄掲10YR5/8 粘 土 少畳の炭化物を粒状に合。

黄褐10Y R5/6 rh 土 少量の炭化物を粒状に合

明褐 10Y R5/8 粘 土 少量の炭イヒ物を翔 夫と粒状に含。

明褐75Y R5/8 絡 土 少畳の黒褐10Y R3/2ン ルト質粘土を塊状,炭イヒ物を粒状に含。

明褐灰75Y R7/2 粘 土

明褐75Y R5/8 砂 質 粘 土 少量の炭イヒ物を粒状に合

褐10Y R4/6 粘 ■ 少量の地山土を粒～塊状,炭化物を粒状に含。

賜黄褐10Y R6/8 粘 上 少量の炭化物を粒～塊状に含。

第 7表 44号溝状遺糖土層注記表



Ⅳ-3.溝状遺構
Ⅳ-4.小溝状遺構

あり)。 遺物は須恵器の破片が出土した。

彼)45号溝状遺構

調査区北東部平坦面の基本層序Ⅲ層から確認された。重複は認められない。上端0.60～ 0,54m,底 面幅

0。 50～ 0。 16m,深 さ0.18～ 0,05mの 規模で,断面形は逆台形を呈する。底面は平坦で,壁 は急に立ち上が

る。堆積土は 2層 に細分され,いずれも自然堆積層である。

ln 土   色 土  性 摘 大  別

黒褐 10Y R2/3 シル ト質粘土 少長の地山土を塊状に合。
自 然
堆積層

2 にぶい黄褐10Y黒 4/3 ンル ト質粘土

第 8表 45号湾状遺構土層注記表

Ca

+36
A

56291m ―→

B B′

―
ゝ
／

Ｃｂ
＋３
　
ヽ
Ａ

Ｃａ
＋

4.小溝状遺構

(1)1号小溝状遺構

調査区北部平坦面の基本層序Ⅲ層から確認された。 8条からな

り,一部が攪舌L穴に切られている(平面図は推定復元 )。 残存長

5.14m～ 9,01m,上端0.64～ 0.26m,底面幅0.48～ 0。 17m,深 さ0,1

5～ 0.02mの 規模で,断面形は「U」字形または逆台形を呈する。

m 土    色 土  性 備 考 大  別

1 黒褐10Y R2/3
卜

■

ル

設
ンヽ
暫 少量の炭イヒ肋を粒状に含。

然

層積

自

半
2 褐10Y R4/6

シ ル ト
少登の炭化肋を粒状に含。

3 明褐757R5/6 粘    ■ 少量の炭化物を粒状に含。

第 9表 1号小清状遺構土層注記表



Ⅳ -4.小 溝状遺構

底面は船底形または平坦で,壁は急に立ちあがる。

A

Ｂｒ
＋

十

Ｂｔ

Ｂ
当

0                  1                 2コ

堆積土は 3層に細分され,いずれも自然堆積層である。

第10図  1号小浦状遺捕



Ⅳ-3 溝状遺構
Ⅳ-4 小溝状遺構

像)2号小清状遺構

調査区中央部平坦面の基本層序Ⅲ層から

確認された。 5条からなり,重複は認めら

れない。残存長8.83m～ 9。 61m,上端0.39

～0.16m,底面幅0.28～ 0.07m,深 さ0.22

～0.04mの 規模で,断面形は「 U」字形また

は逆台形を呈する。底面は船底形または平

坦で,壁は急に立ち上がる。堆積土は 2層

に細分され,いずれも自然堆積層である。

この中で,層hlは灰白色火山灰を含んで

いる。遺物は,土師器の破片が出上した。

Bm

+4

A″       B

Bn

+4

Bn

+43

)                1               2m

、
A

ゞ

A

上     色 土  性 備 考 大 別

にぶい黄褐 10Y R4/3 ル  ト 少量の灰白色火山灰 地山土を塊状 炭化物 焼とを粒～舞伏に含。

恭

層績

自

堆

2 黒禍 10Y R2/8
多量のにぶい黄褐10Y R4/3シ ルトを塊状に含。少量の地山上を粒状 ,

炭化物 焼上を粒～塊状に含。
3 暗褐10Y R3/4 シ ,レ   ト 少量の炭化物 焼上を塊状に含。
4 褐 10Y R4/6 少量の地山上を塊状,炭化物を粒状に合。

5 灰黄褐 10Y R5/2 砂 質 粘 土

第10表  2号小湾状遺構土層註記表

第11図  2号小浦状遺構



Ⅳ-4 小溝状遺構
Ⅳ-5.土崚

俗)3号小溝状遺構

調査区北東部平坦面の基本層序Ⅲ層から確認

された。 4条からなり,重複は認められない。

残存長2.98m～ 3.61m,上端0.57～ 0.29m,底面

幅0.44～ 0.18m,深 さ0,10～ 0.01mの規模で ,

断面形は「 U」字形または逆台形を呈する。底面

は船底形または平坦で,壁は急に立ち上がる。

堆積土は単層で,多量の灰白色火山灰を含む。

自然堆積層である。

Ｃａ
＋

A A′

Ｂｔ
＋

Ca

+44

5.土壊

(1)191号土壌

調査区北東部平坦面の基本層序Ⅲ層から確認された。重複は認められ

ない。長軸1.04m,短軸0,79m,深 さ0.16mの 規模で,平面形は楕円形を

呈する。底面は平坦で,壁は急に立ち上がる。堆積土は 3層に細分され,

いずれも自然堆積層である。層配 1,層配 2,層配 3の全てが灰白色火
A′

山灰を含んでいる。                            当

第12図  3号小浦状遺構

A
ヽ

Ｂｎ十航
・

上   色 土  性 備 大  別

褐10Y R4/4
少量の地山上を塊状,灰自色火山灰 炭化
物を粒状に合。

然

屈積

自

堆
2 にぶい黄褐10Y R4/8

少量の地山土を塊状,灰 白色火山灰 炭化
物を粒状に含。

3 褐10Y R4/4 少量の灰白色火山灰と炭化物を粒状に合。

第12表 194号土墳土層註記表

土    色 土  性 備 考 大 別

明黄褐 10Y R6/8 粘土質シルト
多長の灰白色火山灰を塊状に含。

少量の地山上を塊状に含。

然

層織

自

堆

第11表  3号小溝状遺構土層註記表

第13図 194号土嬢



12)192号土墳

調査区南部平坦面の基本層序Ⅲ

層から確認された。重複は認めら

れない。長軸3.97m,短軸2.64m,

深さ0.32mの 規模で,平面形は不

整長方形を呈する。底面は南西側

が高く北東側が低い二段構造で ,

双方ともほぼ平坦になっており,

壁は急に立ち上がる。堆積土は 3

層に細分され,いずれも自然堆積

層である。層配 1,層血 2,層 h

3の全てが灰白色火山灰を含んで

いる。

Bd

+59

Ⅳ -5 土壌

A′

Ｂｆ
＋

Ｂｆ
十0        1       2m

第14図 192号土嬌

0                 1              2m

A

0)193号土壊

調査区北東部平坦面の基本層序Ⅲ層から確

認された。重複は認められない。長軸0.80m,
A

短軸0.66m,深 さ0.41mの 規模で,平面形は
57 mm引

不整方形を呈する。底面は九底で,壁は急に

立ち上がる。壁面の一部に崩落の痕跡が確認

された。地積土は 3層に細分され,いずれも

自然堆積層である。

Ｄ
Ｂｏ
＋４７
　
　
Ａ
『

Ａ

第15図 193号土墳

141194号土墳

調査区北西部緩斜面の基本層序Ⅲ層から確認された。重複は認められない。長軸1.02m,短軸1.00m,

深さ0.24mの 規模で,平面形は円形を呈する。底面はほぼ平坦で,壁は急に立ち上がる。堆積土は 3層に

土    色 主  性 備 大  別

1 暗褐 10Y R3/3 ン  ,レ   ト 少量の灰白色火山灰 地山上を塊状に含。

自 然
堆 積 層

翻10Y R4/4 粘土質シルト 少量の灰白色火山灰 地山土を塊状に含。

3 にぶい黄褐10Y R4/3 砂 質 粘 土 少量の灰白色火山灰を塊状に含。

第13表 192号土墳土層註記表

土    色 土   性 備     考 大  別

1 暗褐 10V R3/4 多長の地山上を塊状に含。少量の炭4ヒ物を粒状に合。

然

層積

自

堆
Pt110Y R4/6 ン  ,レ   ト

3 黄褐10Y Rt5/6 シルト質粘土 少量の褐10Y R4/6シ ルト 地山上を塊状に含。

第14表 193号土煩土層註記表



Ⅳ-5,土崚

細分され,いずれも自然堆積層である。

lh 土    色 土   性 考 大 別

黒褐10Y R3/2 ンルト質粘上
少量の地山土を塊状,炭化物
を粒状に含。

暗褐10YR3/3 シルト質粘土 少量の炭化物を粒状に含。 推積層

黄褐10Y R5/6 ンルト質粘■ 少量の炭化物を粒状に含。

第15表 194号土帳土層註記表

値)195号土壌

調査区北西部緩斜面の基本層序Ⅲ層

から確認された。重複は認められない。

長軸0.84m,短軸0.79m,深 さ0.40m

の規模で,平面形は不整円形を呈する。

底面はほぼ平坦で,壁は急に立ち上が

る。壁面の一部に崩落の痕跡が確認さ

れた。堆積土は 3層に細分され,いず

れも自然堆積層である。

第16表 195号土壌土層註記表

0)196号土嫉

調査区北西部緩斜面の基本層序Ⅲ層

から確認された。重複は認められない。

長軸0,98m,短軸0,97m,深 さ0,30m

の規模で,平面形は不整円形を呈する。

底面はほぼ平坦で,壁は急に立ち上が

る。堆積土は単層で,自然堆積層であ

る。

は)197号土壊

調査区北西部緩斜面の基本層序Ⅲ層

0        1        2m

A

A

Ｂｂ
十

0                 1                  2m

A

第16図 194号土媛

代
A

第17図 195号土墳

+40
Bh

A

0                1                2ra

土    色 土  性 備 考 大 別

1 黄褐10Y R6/6 シルト質粘土 多量の地山上を塊状に含。

2 黄褐10Y R5/8 砂 質 粘 上 少長の地山上を塊状に含。
堆積層

3 褐10Y R4/6 砂 質 粘 土 少量の地山土を塊状に含。

土   色 土  牲 備 考 大 切1

褐10YR4/6 砂質粘土 10Y R5/6黄 褐砂質粘土との混合層. 自然堆積層

第17表 196号土嬢

上    色 土  性 備 考 大  別

黒褐10YR2/3 砂質ンルト
多髭の地山上を塊状に合。少登の

炭化物を粒状に含。
然

層積

自

堆黄褐10Y R5/8 砂質ンルト 少量の炭化物を粒状に含。

3 協10Y R4/6 砂 質 格 土 少盈の炭化物を粒 1大に含。

第18表 197号土境 第19図 197号土壌



Ⅳ-5.土渡

から確認された。重複は認められない。長軸0.88m,短軸0.86m,深 さ0。37mの規模で,平面形は円形を

呈する。底面はほぼ平坦で,壁は急に立ち上がる。堆積土は3層 に細分され,いずれも自然堆積層である。

(0198号土壌

調査区北西部緩斜面の基本層序Ⅲ層から確

認された。重複は認められない。長軸0.99m,

短軸0.90m,深 さ0。43mの規模で,平面形は

円形を呈する。底面は凹凸なくほぼ平坦で,

壁は急に立ち上がる。堆積土は3層に細分さ

れ,いずれも自然堆積層である。

土   色 土  牲 備 大 別

褐 10Y R4/4 ンル ト 少量の地山上を塊状に合。
然

層積

目

堆
2 にぶい黄褐 10Y R4/3 ンル ト 少量の地山上を塊状に含。

3 褐10Y R4/6 砂質粘土 少量の地山土を塊状に合。

第19表 198号土墳土層註記表

0)199号土墳

調査区北西部緩斜面の基本層序Ⅲ層か

ら確認された。重複は認められない。長

軸3.04m,短軸2.86m,深 さ0.33mの規

模で,平面形は楕円形を呈する。底面は

ほぼ平坦で,壁は急に立ち上がる。堆積

土は4層に細分され,いずれも自然堆積

層である。この中で,層hlは灰白色火

山灰層である。

199号土墳土層註記表

A
56753m 引

B

0                1                2m

航
。　
　
　
　
　
　
　
　
上下
Ｂｉ

●

７０

IA

第20図 198号土疲

B′

十
Ｂｇ

55653m_A
B

氏
A′

A′ B′

土    色 土  性 備 考 大 房1

灰白25Y7/1 火  山  灰 少量の地山土を塊状,暗褐 10Y R
3/4シルトを粒～塊状に含。 火山灰層

2 協10Y R4/6 粘土質シルト 多量の地山土を塊状に合。
然

層積

自

堆
3 にぶい黄観10Y R4/3 シルト質粘土 少畳の地山上を塊状に含。

4 にぶい責褐10Y R5/4 粘    土

l101200号土境

第21図 199号土墳



Ⅳ-5,土壊

調査区北部緩斜面の基本層序Ⅲ層から確認された。

重複は認められない。長軸1.87m,短軸1.33m,深

さ0.68mの 規模で,平面形は隅九長方形を呈する。

底面は凹凸なくほぼ平

坦で,壁は急に立ち上

がる。堆積土は 4層 に

細分され,いずれも自

然堆積層である。

|り 202号土墳

調査区北東部緩斜面の基本層序Ⅲ層か

ら確認された。重複は認められない。長

軸1.02m,短軸0。95m,深 さ0.46mの規

模で,平面形は不整方形を呈する。底面

は九底で,壁は急に立ち上がる。堆積土

は 3層に細分され,いずれも自然堆積層

である。この中で,層配 1は灰白色火山

灰を含んでいる。

25

A

／
航

Ａ
↓

A′

0                1               2m

第22図 200号土墳

Ｃｄ
＋

(0201号土墳

調査区北西部緩斜面の

基本層序Ⅲ層から確認さ

れた。重複は認められな

い。長軸2.10m,短軸

1.25m,深 さ0,20mの規

A

模で,平面形は不整長方形を呈する。底面は凹凸なくほぼ平坦で,

壁は急に立ち上がる。堆積土は 3層に細分され,いずれも自然堆

積層である。

土   色 土  性 備 考 大 別

1 暗褐 10Y R3/3 シ ,レ  ト 多畳の地山■を塊状に含。少量の炭化物を粒状に合。
然

層積

自

堆
2 賠褐 10Y R3/4 シ ,レ  ト 多量の地山上を塊状に含。少量の炭化物を粒状に含

3 褐75YR4/6 砂質絡土 少量の地山土を塊状に含

第22表 201号土墳土層註記表

Ｂｍ
＋

Bm
39+

0
土   色 土  性 備 考 大  別

黒褐10Y R〃8 シ  ,レ   ト 多量の地山上を塊状に含。少量の炭化物を
粒状に合。

自 然
堆積層

暗褐 10Y R3/8 粘土質ンルト
多量の10Y R2/3黒 褐シルトを塊状に含。
少髭の炭化物を粒状に含。

3 褐75Y R4/6 粘土質ンルト 少量の地山上を塊状,炭化物を粒状に合。

にぶい責褐 10Y R5/4 祐    土

第21表 200号土墳土層註記表

第24図 202号土墳



Ⅳ-5.土装

lh 土   色 上  性 備 大 男1

にぶい黄橙 10Y R6/4 砂 質 シ ル ト 多量の地山土を塊状に含。少量の灰白色火山灰を塊状,炭化物を粒状に合。
然

層積

自

姓
黄褐10Y黒 5/8 少長の地山土を塊状,炭化物を粒状に含。

3 黄褐10YR5/6 シル ト質粘土 少長の地山上を塊状に含。

第23表 202号土墳止層註記表

19203号土墳

調査区北東部平坦面の基本層序Ⅲ層から確認された。重複は認められない。長軸1.98m,短軸1.21m,

深さ0.27mの規模で,平面形

は楕円形を呈する。底面は凹

凸なくほぼ平坦で,壁は急に

立ち上がる。堆積土は 2層に

細分され,いずれも自然堆積

層である。層配 1,層 h2と

も灰白色火山灰を含んでいる。

0                  1                 2m

十

Ｂｔ

十

恥

〆

．

第25図 203号土墳

ぐ0204号土壊

調査区北部平坦面の基本層序Ⅲ層から確認さ

れた。重複は認められない。長軸2.70m,短軸

2.02m,深 さ0.28mの 規模で,平面形は不整方

形を呈する。底面は凹凸なくほぼ平坦で,壁は

急に立ち上がる。堆積土は3層に細分され,い

ずれも自然堆積層である。

主   色 土  性 備 考 大 別

暗褐10Y R3/3 シルト質粘■ 多量の地山土を堀状に含。
然

層積

自

堆
2 黄褐 10Y R5/8 粘    土 少量の地山上を塊状に含。

3 暗褐 10Y R3/4 粘    土 少量の地山上を塊状,地山土を粒状に含。

204号土崚土層註記表

A A′

ｃｂ
十

B′

B ご
一

)       1       2m

ρ

It 土   色 土 性 傭 考 大 別

1 にぶい黄褐 10Y R4/3 多長の灰白色火山灰を塊状に合。少量の地山土 炭化物を粒状に含。 然

層積

自

堆
2 質褐10Y R5/8 少量の灰白色火山灰を翔 夫,炭化物を粒状に含。

第24表 203号土墳土層註記表

第26図 204号土墳



Ⅳ-6 焼土遺構

6.焼土遺構

(1)105号焼土遺構

調査区南東端緩斜面の基本層序Ⅲ層から確認された。

重複は認められない。長軸0.85m,短軸0.70m,深 さ

0.24mの 規模で,平面形は隅丸長方形を呈する。底面

Ｂｋ
十

は凹凸なくほぼ平坦で,壁は急に

立ち上がる。堆積土は 3層に細分

される。自然堆積層と壁崩落土か

らなる。底面と壁の一部が強い火

熱を受け,赤変していた。

ギ
⑬ 【

A

lh 土    色 土  性 備 考 大  別

暗褐10Y R3/3 少量の炭化物 地山上を粒～塊状に含。 自然堆積罵

2 掲75Y R4/3 少量の炭化物を粒状に含。 整 崩 落 土

3 黒10Y R2/1 多量の炭化物を粒～塊状,少量の焼土 地山上を粒状に含。 炭 化 物 層

第26表 105号焼土遺構土層註記表

偉)106号焼土遺構

調査区北西部緩斜面の基本層序Ⅲ層から確認された。重複は認め

られない。長軸1.00m,短軸0.91m,深 さ0.17mの 規模で,平面形

は円形を呈する。底面は凹凸なくほぼ平

坦で,壁は急に立ち上がる。堆積土は単

層で,自然堆積層である。底面と壁の一

部が強い火熱を受け,赤変していた。

上   色 主  性 脩 考 大  別

暗褐 10Y R3/8 ンル Ⅲ 少量の地山土 焼上を塊状に含。 自然堆積馬

第27表 106号焼土遺橋土層註記表

0                1               2rn

+59
105号焼土遺構

上 A

+35 譴鳳
Bk

5浄Om  lA′

106号焼土遺構

十 飩

ヽA

0        1        2m

第29図 107号焼土遺構

A A′

A

俗)107号焼土遺構

調査区南東端緩斜面の基本層序Ⅲ層から確認され

た。重複は認められない。長軸0。98m,短軸0.75m,

深さ0.14mの 規模で,平面形は隅丸長方形を呈する。

底面は凹凸なくほぼ平坦で,壁は急に立ち上がる。

堆積土は 3層 に細分され,いずれも自然堆積層である。この中で,層hlは灰

白色火山灰を含んでいる。底面と壁の一部が強い火熱を受け,赤変していた。

A′

0                1               2rn

にぶい黄褐10Y R5/4 多量の地山上を塊状,灰白色火山灰を粒状に含。少置の炭化物を粒状に含む。

多足の炭化物を粒状に含。少量の地山を塊状に合。

第28表 107号焼土遺構土層註記表



Ⅳ-7 その他
V 考察とまとめ

その他

以上の遺構と遺物の中に,旧石器の試掘 トレンチを 2本設定

した (第 2図「遺構配置図」参照 )。 遺物は出土 しなかった。

また,調査区から,土師器奏が 1点表面採取された。

種  別 層  位 外 面 底  部 内 面 口径 底径 器高 (cm) 備   考

土師器杯 表   採 ヘラケズリ, ナデ ナ デ -   9  8 図版 10-4

第29表 表採土器観察表
第30図 表採土器

V.考察とまとめ
今回の調査では古代の遺物が出上した。量的に少ないため,検出された遺構の検討と併せて記していく。

(1)住居跡

住居跡は 1軒検出された。平面形は長方形を呈し,カ マ ドは北西壁中央部をかまぼこ状に狭って設けて

いる。側壁部にあたるカマ ド構築土は確認されていない。同様な形態のカマ ドを設けた住居跡は,少数で

あるが県内に存在する。志波姫町御駒堂遺跡第13・ 第15・ 第27・ 第30。 第35・ 第40・ 第42住居跡,同宇南

遺跡第 1・ 第 4・ 第 5住居跡,同山ノ上遺跡第 1住居跡,古川市宮沢遺跡愛宕山地区第 2住居跡,利府町

大沢窯跡Al号住居跡,仙台市南小泉遺跡 S118・ S120b,河南町代官山遺跡 1号住居跡などである。

8～ 9世紀代の年代が与えられる住居跡が大半を占め,宮城県北部に多く見受けられる。この形態のカマ

ドを有する住居跡は関東地方からの移民集落にも見受けられるが,54号住呂跡の場合,こ の点は不明であ

る。また,本遺構の特徴として,カマ ドの設置形態の外に柱穴の配置が挙げられる。柱穴は主柱穴・側柱

穴合わせて12個あるが,全て周溝沿いに設けていた点である。壁をかまぼこ状に狭って設けたカマ ド,全

て周溝沿いに設けた柱穴,平坦な床面ということから,床面を平面として極力有効に且つ広 く使用 したい

という意図があったものと考えられる。貯蔵穴状ピットが確認されなかった点については,住居の使用期

間,床面を平面として極力有効且つ広く使用することなどに比べて優先順位が低かったことが考えられる。

また,堆積上の中程に十和田 a火山灰層(層叱 4)があり,54号住居跡はこれよりも古い年代と考えられる。

遺物は土師器杯・甕が出土した。郭は非ロクロ使用 1点の出土である。外面にヨコナデとミガキまたは

削り,内面にミガキとナデの調整が部分的に施されているがいずれも軽微で,取 り急ぎ作られたように見

受けられる。甕は 6点出上した。 2点出土した長胴甕は,外面がハケメ調整とヘラ削り調整のもの(内面は

いずれもナデまたはヘラナデ調整)が各 1点ずつである。ハケメ調整のものは体部中央付近が最も膨らみ口

縁部が外反し,口縁部と体部の境に段を有する。ヘラ削り調整のものは体部中央付近がやや膨らみ口縁部

が外反する型のもので,名取市清水遺跡第Ⅲ群土器～第Ⅳ群土器,志波姫町御駒堂遺跡第 1群土器,河南

町関ノ入遺跡16号 。17号住居跡など多くの遺跡に類例が求められる。河南町関ノ入遺跡16号 。17号住居跡

のものよりは 1段階ほど古いと考えられ,住社式から栗囲式にかけての年代観が与えられる。 1点出上し



た小型長胴甕は,底径力Ⅵ さヽく体部下半で外湾し口縁部に近い部分が最も膨らむ型のもので,名取市清水

遺跡第Ⅳ群土器,矢本町赤井遺跡などに類例が求められる。栗囲式の年代観が与えられる。同じく1点出

上した大型の重型奏は口縁部から体部の一部が残存し,日縁部と体部の境に段を有する。同様の上師器甕

は,角田市住社遺跡,同角田郡山遺跡などに求められる。年代観としては,住社式から栗囲式の年代が求

められる。外に土師器甕の破片が 2個体分出土した。 1個は体部下半から底部にかけての長胴甕の破片で,

器面調整は外面 :削 り,内面 :ナデである。栗囲式のものと推定される。もうと個は壷型甕の体部の破片

で,器面調整は外面 :タ タキ→削り,内面 :抑え目→ナデである。時期は不明である。いずれも粗雑なつ

くりで,間 に合わせとして作られたように見受けられるため,実年代より少し古 く感じ取られる観がある。

以上,出土遺物の年代観や遺物の出土状況などを考慮すると,今回検出された54号住居跡は, 7世紀代

の年代が与えられる。

似)粘土採掘坑跡

粘土採掘坑跡は 1基検出された。地山を掘削した露天掘り型で,壁及び底面に粘土層がある。堆積上の

中程には,十和田 a火山灰層がある。壁及び底面を構成する粘土は3層に分かれる。最も上に位置する粘

土は基本層序Ⅳ層のシルト質粘上で,壁の一部を構成する。鉄分が多く細砂を含む。乾燥すると硬くなる

が,比較的水に溶けやすい。中間に位置する粘土は基本層序V層の粘土で,壁及び底面の一部を構成する。

鉄分をやや多く含む。乾燥すると硬くなり,主体となるシルト質粘土はやや水に溶けにくく,斑状に含む

粘土は水に溶けにくい。最も下に位置する粘土は基本層序Ⅵ層の粘土で,底面の一部を構成する。乾燥す

ると非常に硬くなり,水に溶けにくい。また,以前本遺跡で出上した土器の胎土を見ると,杯類と甕類で

は含む土質が多少異なることが分かる。本遺構では,異なる3種類の粘土層があり全て使用したと考えら

れることから,実際に使用する際には器種によって混合比率を変えながら製作した可能性が考えられる。

関ノ入遺跡の粘土採掘坑跡は,今回の露天掘り型(第 4集で「土取り状に掘られた」と記したもの :2・ 3

4・ 6～ 49号 )と ,ト ンネル状に掘削したもの(1・ 5号 )の 2種類がある。前者は遺構数が多いものの比較

的小規模なものが多数を占め,後者は遺構数が少ないものの比較的大規模なものである。また,水簸坑跡

と考えられる土墳の中にも,原材料としての粘土を採掘したと考えられるものがある。このような中で,

今回の粘土採掘坑跡は,露天掘り型としては4号・ 6号粘土採掘坑跡に次ぐ規模で,比較的大きな部類に

入る。近接した箇所に外の粘土採掘坑跡が確認されなかったこと,近接する44号溝状遺構に土塁または築

地の伴うことが確認できなかったこと,本遺構と44号溝状遺構の確認面に粘上が露出していること,比較

的近接した箇所に27号～29号窯跡があることなどを含め,今回の粘土採掘坑跡の持つ意味を考えたい。

●)溝状遺構

溝状遺構は2条検出された。44号溝状遺構は古代の大溝である。堆積上の中程に十和田a火山灰層を含

む。本遺構は,その北側にある平場を区画するように設けられた溝の一部と推定される。平場を区画する

溝は,平場の南側に2条,西側に 1条ある。調査区外にある南側と西側の各 1条ずつには土塁または築地

が伴っている。平場は長者館跡の一部と考えられるが,今回検出された44号溝状遺構が平場に伴うもので

29



あるとすれば,長者館跡は従来言い伝えられてきた金売吉次の伝説より250年以上前のものとなる。また ,

本遺構は,北東側では確認面から底面までのレベル差が大きく北側では小さくなっている。自然の削平を

受けた可能性もあるが,東北地方に城柵官行の築かれた年代の遺構としては,北側の確認面と底面のレベ

ル差が小さい点は防禦機能の弱い感がある。そこで,本遺構の主目的は,空間の区画であると考えられる。

そのことを含め,平場と平場を区画する外の 2条の溝との関係の解明が,今後の課題である。

また,今回検出された規模の溝状遺構には,土塁または築地が伴う場合もあるが,本遺構には伴わなかっ

た。 1号小溝状遺構や45号溝状遺構 ,200号土崚などの使用により破壊された可能性もあるが,基本層中あ

るいは近接する遺構堆積土中に痕跡は確認できなかった。検出状況からすると,土塁または築地が伴って

いた可能性は低いと考えられる。これも44号溝状遺構の性格を考える上で,傍証になるものと思われる。

遺物は,内外面ロクロナデ・底部回転糸切 りの須恵器郭 1点が出土した。本遺構が使用された年代 とし

ては 9世紀代が考えられるが,出土遺物が極めて少ないため,よ り年代を特定することはできなかった。

45号溝状遺構は,遺構の規模,検出状況などから小溝状遺構 (畑 )の一部とも考えられたが,近接する 1

号小溝状遺構とは 7mの距離があること,1条だけであることなどから,小溝状遺構とは確認できなかった。

14)小溝状遺構

小溝状遺構は 3基検出された。いずれも畝状に堆積した土の上半分が削平されたような状況で確認され

た。いずれも底面は概ね平坦であるが,所々に円筒形及び不整形の窪みまたは小穴が見受けられた。全て

畑跡と考えられる。 1号小溝状遺構は 8条, 2号小溝状遺構は 5条, 3号小溝状遺構は 4条の小溝からな

る。小溝の間隔は,1号小溝状遺構10～40cm,2号小溝状遺構20～ 50cm,3号小溝状遺構10～ 45cmである。

この中で, 2号小溝状遺構は,堆積土中に二次堆積と推定される少量の灰白色火山灰と表杉ノ入式の上

師器片 1点を含み,平安時代中期以降の畑跡の可能性がある。 3号小溝状遺構も多量の灰白色火山灰を層

中に含み,平安時代中期以降の畑跡の可能性がある。

県内で同様の遺構が検出された遺跡としては,仙台市山口遺跡,同下ノ内遺跡,同下ノ内浦遺跡,同六

反田遺跡,同柳生台畑遺跡,同南小泉遺跡,同中在家南遺跡,同中田畑中遺跡,同後河原遺跡,同中田南

遺跡,同四郎丸館跡,同大野田古墳群,同富沢遺跡,同神柵遺跡,同沼向遺跡,同中野高柳遺跡,同洞ノ

ロ遣跡,多賀城市山王遺跡,同新田遺跡,石巻市田道町遺跡,三本木町舟場遺跡などがある。これらの遺

跡では,小溝のみが検出されたところと畝と組み合わせになって検出されたところがある。また,昭和63

年度に河南町関ノ入遺跡 3号窯跡灰原最下層直下から検出された 6号～ 9号溝状遺構 (詳細未報告。位置の

みF河南町文化財調査報告書』第 4集第 4図の関ノ入遺跡遺構配置図にあり)は ,ほぼ均等な間隔で 4条の小

溝が並び,形態も似通っており同様の遺構である可能性がある。

1号小溝状遺構の西側には,連続して更に 2条の小溝がある(図版 6-2参照 )。 しかし,こ れらの小溝

堆積土にはビニール片が含まれており,上部からの部分的な撹乱も確認されず比較的均質な堆積上である

ことから,現代のものと判断して割愛した。連続して並んでいるため,1号小溝状遺構 も現代のものであ

る可能性があったが,判断すべき材料が乏しいため,本報告書に記載した。



6)土壊

土墳は14基検出された。199号土媛は十和田 a火山灰と推定される灰白色火山灰層を有し,191号 。192号・

202号・203号土媛は,堆積土中に十和田a火山灰と推定される灰白色火山灰を含む。全て二次堆積と推定さ

れる。以上 5基の上媛は,十和田 a火山灰降下以前の平安時代のものと考えられる。外の金ての上壌は不

整形のものが多く,粘土採掘坑跡の可能性を考えたものもあるが,性格・用途及び時期ともに不明である。

い)焼土遺構

焼土遺構は3基検出された。いずれも小規模なもので,105号 。106号は用途及び時期は不明である。107

号焼土遺構は,堆積土中に十和田 a火山灰と推定される灰白色火山灰を含む。二次堆積と推定される。

(71その他

土師器甕 1点が表面採集された。外面ヘラ削り調整のもので,体部下半部の一部しか残存していなかっ

たため,時期は不明である。

また,平成 8年 3月 に関ノ入遺跡の比較的近接した箇所から中期旧石器が発見されたことから,旧石器

を探すためのトレンチを2箇所設けたが,沢の埋没箇所である斜面に当り,後期旧石器時代以前の遺構及

び旧石器は確認できなかった。この斜面を登った上の平場は調査区外の畑と推定される。畑の上部には,

中期旧石器が発見された層理面直下の層が確認されている。

まとめ

今回の発掘調査により,以下のことが分かつた。

(1)関ノ入遺跡は旧石器・縄文・古墳 。奈良・平安 。中世に,長者館跡は縄文・平安 。中世にわたる複合

遺跡である。

(2)7世紀代の住居跡が検出され,空白であった古墳時代後期の資料が新たに加わった。

(3)須恵器生産に係わると推定される粘土採掘坑跡が検出された。

(4)今回検出した44号溝状遺構は9世紀代のもので,長者館跡の金売吉次伝説と年代的に合致しない。

(5)9世紀代と推定される小溝状遺構が検出され,当時の農耕の一端が分かつた。
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付編 河南町,関 ノ入遺跡の土層とテフラ

株式会社 古環境研究所

1.は じめに

宮城県域の後期更新世以降に形成された土層の中には,鳴子火山や蔵王火山さらに十和田火山や榛名火山などの噴火に由

来するテフラ(火山砕屑物,いわゆる火山灰 )が分布している。これらのテフラの中には,理化学的な年代測定をはじめとす

る多くの手法により噴出年代が明らかにされた示標テフラがある。そして,こ れらを過去の時間と空間の軸として編年を行

う火山灰編年学 (テ フロクロノロジー)を利用することによって,遺物包含層の堆積年代や遺構の構築年代を知ることができ

るようになっている。

そこで,関 ノ入遺跡の発掘調査の際に作成された上層断面についても,地質調査を行って層序を記載するとともに,テ フラ

の可能性が考えられた試料について火山ガラス比分析と屈折率測定を行って示標テフラの検出同定を行い,土層の年代に関

する資料を1え集することになった。調査分析の対象となった地点は,54号住居跡覆土断面および54号住居跡壁の 2地点である。

2.土層の層序

(1)54号住居跡覆土断面

8世紀の上器が出上した54号住居跡の覆土は,下位より灰色土 (層厚 9 mm),灰 白色細粒火山灰層 (層厚 7 mm),黒褐色土

(層厚18cm)か らなる(図 1)。 これらのうち,灰白色細粒火山灰層の最上部 l ctllは ,黄白色に風化している。

(2)54号住居跡壁

54号住居跡の壁では,関 ノ入遺跡で表層部の腐植質土壊の下位にある土層の最上部を観察することができた(図 2)。 この

地点では,若干赤味を帝びた褐色土 (層厚 8 cHl以 上)の上位に,黄色土ブロック混じり褐色土 (層厚32cm)がみとめられた。

3.火山ガラス比分析

(1)分析試料と分析方法

54号住居跡の壁で認められた土層について,基本的に 5c14ごとに採取された土壌試料のうち,5 cmお き4点 について,火

山ガラス比分析を行って,示標テフラの検出を試みた。分析の手順は次の通 りである。

1)試料15gを 秤量。

2)超音波洗浄と水洗を繰 り返し,泥分を除去。   0
3)80℃で常温乾燥。

4)分析舗により,1/4-1/8mmの 粒子を飾別。

5)偏光顕微鏡下で250粒子を観察 し,火山ガ

ラスの形態比率を求める。

(2)分析結果

火山ガラス比分析の結果をダイヤグラムにし

て図 3に ,ま たその内訳を表 1に示す。全保と   40

して含まれる火山ガラスの比率は非常に小さい。

それでも,試料番号 8に は,ご くわずかに透明

で平板状のいわゆるバブル型ガラスが認められ

1

2     T°
~a

― 床面

図 1 54号住居跡覆上の上層柱状図
数字はテラフ分析の資料番号

細粒火山灰

黒褐色土

灰色土

黄～褐色土

□

麗

□

□

た(04%)。 また,試料呑号 6に も,ご くわずかに淡褐色のバブル型ガラスが認められた(04%)。 さらに,試料番号 2に は透

明なバブル型ガラス(08%)の ほか,分厚い中間型ガラス(04%)も 認められた。これらのうち,試料番号 8や 6に含まれてい
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る透明のバブル型ガラスについては,その特徴から約2.4～ 25万年前に姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 (AT,町田・

新井,1976,1992,松 本ほか,1987,池田 )イこ由来する可能性が考えられる。

4.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

54号住居跡覆土中に認められた細粒火山灰層(試料番号 2)と 54号住居跡壁の試料番号 2について屈折率測定を行い,示標

テフラとの同定精度の向上を図った。測定は位相差法(新井 ,1972)|こ よる。

(2)測定結果

屈折率の測定結果を表 2に示す。層相からいわゆる灰白火山灰に対比される54号住居跡覆土断面の試料番号 2に は,透明

あるいは白色の軽石型火山ガラスが多く含まれている。火山ガラスの最大径は,0 5mmで ある。火山ガラスの屈折率(n)は ,1.

502-1509(modal range:1505-1508)で ある。重鉱物としては,斜方輝石や単斜輝石がごく少量含まれている。斜方輝石の屈

折率 (γ )|ま ,1707士 である。このテフラは,その特徴から,915年 に十和田火山から噴火したと考えられている十和田 a火山灰

(To― a,1大池,1972)に 同定される。したがって,54号住居跡の年代は915年以前で,検出された土器の年代と矛盾しない。

なお,火山ガラスの屈折率(n)は ,町田 。新井(1992)に 記載されているTo― aの火山ガラスの屈折率(1.496-1504)と 比較

して明らかに高い。この傾向は,宮城県域の同テフラに共通して認められる(古環境研究所,未公表資料 )。 この理由について

は,To― aの噴出年代が新しいために,カ タログに記載された給源火山に近い標式地における火山ガラスの水和が十分に進ん

でおらず,火山ガラスの屈折率が遠方に比較して低い状態になっていることが考えられる(新井房夫群馬大学名誉教授談 )。

54号住居跡壁の試料番号 2に は,重鉱物として,角閃石や斜方輝石が含まれている。斜方輝石 (γ )と 角閃石(n2)の屈折率

は,各々1706-1712お よび16

70-1675である。これらの屈

折率から,本試料には,約1.2   0

～1.3万年前に十和田火山から

噴火した十和田八戸ァフラ(To―

Hp,早川,1983,町田 ,新井 ,1

992)に由来するテフラ粒子が混

在している可能性が考えられる①

なお,斜方輝石については,約
   40

1,3～ 14万年前に浅間火山から

噴火した浅間板鼻黄色軽石(A   図 2

s― Yp,新井,1962,町 田・新

54号壁の上層柱状図

数字はテフラ分析の資料番号

1

―― 遺構確認面
2

井 ,1992,小 岩・早日,1994)に由来する可能性も指摘されよう。より精度の高い同定を行う

ためには,さ らに土層が厚く堆積 した地点での調査分析が必要と思われる。

バブル型

中間型

軽石型

図 3 54号壁の火山ガラス
比ダイヤグラム

5.小結

関ノ入遺跡において地質調査を行うとともに,火山ガラス比分析と屈折率測定を行った。その結果,54号住居跡覆土中に,9

15年に十和田火山から噴出した十和田 a火山灰(To― a)が検出された。したがって54号住居跡の年代は915年 より古く,土器

から推定されている遺構の年代と矛盾しないことが明らかになった。また,54号住居跡の基盤にあたる土層からは,姶良T

n火山灰(AT,約 24～ 25万年前),浅間板鼻黄色軽石(As― Yp,約 13～ 1.4万年前),十和田八戸テフラ(TO一 Hp,約 12
～13万年前)な どに由来する可能性のあるテフラ粒子が検出された。
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表 1 関ノ入遺跡における火山ガラス比分析結果

地点      試料   bw   md   pm  その他  合計

54号住居跡壁    2    2    1    0   247   250

4        0        0        0      250      250

6        1        0        0      249      250

8        1        0        0      249      250

bw:バブル型,mdi中間型,pm:軽石型,数字は粒子数 .

表2 関ノ入遺跡における屈折率測定結果

遺構   試料 火山ガラス 重鉱物

量    形態    屈折率(n)    組織       屈折率

54住      2  +十 十  bw,pm  1 502 1.509  (opx,cpx)   Opx(γ ):1,707±

(1.505-1.508)

54住壁    2   -    ―      ―     ho>opx   Opx(γ ):1.706-1.712

hO(n2):1670-1675

++十十 :と くに多い,キ■キ多い,十 十中程度,十少ない,一認められない。
bw:バブル型,pm:軽石型.opx:単斜輝石,oh i角閃石 .
屈折率の測定は,位層差法 (新井,1972)に よる。
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調査区全景

図版 1-2 調査区全景



図版 2-1 54号住居跡完掘状況

図版 2-2 54号住居跡出土遺物



図版 3-1 49号粘土採掘坑跡 (東から)

図版 3-2 49号粘土採掘坑跡 (北から)
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図版 5-1 44号溝状遺構完掘状況 (北東から)

図版 5-2 44号清状遺構完掘状況 (北から)



図版 6-1 45号溝状遺構完掘状況
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図版 6-2 1号 小溝状遺構完掘状況



図版 7-1 2号 小溝状遺構
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図版 7-2 2号 小溝状遺構完掘状況



図版 8-1 191号土墳断面

■
-     11rll      ―

図版 8-3 193号土墳完掘状況
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図版 8-2 192号土墳断面
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Ⅷ ・

図版 9-1 195号・ 196号・ 167号・ 198号・ 203号
土墳,106号焼土遣構完掘状況

図版 9-2 200号土墳完掘状況



201号土境断面

図版10-2 202号土境完掘状況

図版10-3 204号土墳完掘状況



図版11-1 105号焼土遺構完掘状況
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図版11-2 107号焼土遺構断面

図版11-3 44号溝状遺構出土遺物 図版11-4 表採遺物
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